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制
約
な
し
自
由
に
遊
べ
る

今
年
の
春
休
み
の
キ
ャ
ン
プ

は
５
日
ま
で
の
日
程
。
毎
回
、

愛
知
な
ら
で
は
の
企
画
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

福
島
県
伊
達
市
の
子
ど
も
た

ち
は
３
月
２９
日
、
豊
田
市
の
中

京
大
学

ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
を

訪
れ
、
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
浅

田
真
央
選
手
ら
の
練
習

を
見
学
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る

真
央
ち

ゃ
ん
が
あ
い
さ

つ
に

来
て
く
れ
る
と
、
み
ん
な

「直

立
不
動
」
。
写
真
入
り
の
サ
イ

ン
色
紙

を
１
人
ず

つ
も
ら

っ

た
。伊

達
市
立
霊
山
中
学
校
２
年

の
齋
藤
柚
希
さ
ん
は
５
回
目
の

参
加
。
３０
日
午
後
か
ら
高
熱
が

出
た
が
、
幸
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
は
な
く
、
翌
日
は
元
気
に

名
古
屋
城

へ
。

「
ス
タ
ッ
フ
の

大
学
生
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
」

と
い
う
。

伊
達
市
立
掛
田
小
５
年
の
渡

辺
結
鈴

さ君
も
５
回
目
。
２
年
生

の
弟
凪
砂
君
も
２
回
目
だ
。

「
こ

っ
ち
に
来
る
と
、
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
な
い
か
ら
い
い
」

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
す
る

男
子
も

「
そ
う
そ
う
」
。
家
で

は
相
変
わ
ら
ず
遊
び
の
制
約
が

多
い
ら
し
い
的

「名
古
屋
の
街
探
検
」
は
キ

ャ
ン
プ
の
定
番
企
画
。
今
回
は

全
員
で
名
古
屋
城
を
見
学
し
た

後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
好
き
な

と
こ
ろ
に
出
か
け
た
。
男
子
の

一
番
人
気
は

「ポ
ケ
モ
ン
セ
ン

タ
ー
」
。
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
公
式
シ

ョ
ッ
プ
だ
。

密
蔵
院
の
近
く
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
る
愛
工
大
名
電
高
校
野

球
部
と
の
交
流
も
続
く
。
い
つ

も
食
事
の
世
話
を
し
て
く
れ
る

人
た
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
が
食

事
を
作

っ
て
食
べ
て
も
ら
う
機

会
も
あ
る
。
密
蔵
院
近
く
の
人

を
中
心
に
、
食
材
や
お
菓
子
の

差
し
入
れ
が
相
次
ぐ
。

招
待
し
て
く
れ
る
施
設
も
広

が

っ
た
。
地
元

で
は
銭
湯

の

「春
日
井
温
泉
」
。
パ
ン
店
の

「
モ
ン
シ

ェ
ル
」
は
朝
食
の
パ

ン
を
提
供
。
日
本
料
理
の

「末

広
」
は
毎
回
、
社
長
の
脇
山
順

市
さ
ん
自
ら
店
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
運
転
し
、
子
ど
も
た
ち
の

移
動
を
手
伝
う
。
人
数
が
増
え

た
今
回
は
バ
ス
も
２
台
だ
。

雨
プ

ロ
代
表
の
中
川
さ
ん
は

福
島
の
現
状
を
伝
え
る
講
演
も

し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

寄
付
な
ど
、
問
い
合
わ
せ
は
雨

プ
ロ
の
事
務
局

（
０
５
６
８

・

４．

．
８
４
３
０
）

へ
。

０
到
着
し
た
日
の
夕
食
は
、
け
ん
ち

ん
汁
と
菜
飯
。
み
ん
な
で
食
卓
を
囲

む
＝
３
月
２８
日
夜
、
春
日
井
市
熊
野

町
の
密
蔵
院

●
招
待
さ
れ
た
銭
湯
の
露
天
ぶ
ろ
を

楽
し
む
Ｈ
３。
日
午
後
、
同
市
乙
輪
町

の

「春
日
井
温
泉
」


